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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 169,309 △17.9 16,757 130.7 19,637 64.5 42,494 －

2022年３月期 206,184 8.1 7,262 78.7 11,936 151.3 △39,844 －

（注）包括利益 2023年３月期 35,839百万円 （－％） 2022年３月期 △35,629百万円（－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2023年３月期 1,222.21 － 37.0 7.7 9.9
2022年３月期 △984.58 － △27.3 4.1 3.5

（参考）持分法投資損益 2023年３月期 1,526百万円 2022年３月期 899百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年３月期 221,090 107,861 46.8 4,176.04
2022年３月期 290,696 130,063 43.4 3,115.69

（参考）自己資本 2023年３月期 103,483百万円 2022年３月期 126,085百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2023年３月期 16,599 19,958 △47,039 16,672

2022年３月期 14,872 △1,839 △12,744 26,906

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 37.50 － 37.50 75.00 3,037 － 2.1

2023年３月期 － 37.50 － 77.50 115.00 2,984 9.4 3.2

2024年３月期（予想） － 57.50 － 57.50 115.00 20.4

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 83,500 6.7 4,500 △39.4 5,000 △52.9 4,000 △76.3 161.42

通期 182,500 7.8 14,000 △16.5 16,000 △18.5 14,000 △67.1 564.97

１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）



① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期 42,975,995株 2022年３月期 42,975,995株
② 期末自己株式数 2023年３月期 18,195,767株 2022年３月期 2,508,151株
③ 期中平均株式数 2023年３月期 34,768,424株 2022年３月期 40,468,296株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2023年３月期 95,459 8.1 7,976 38.5 12,770 3.9 30,713 －
2022年３月期 88,291 2.8 5,759 119.2 12,285 124.8 △41,121 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2023年３月期 882.57 －
2022年３月期 △1,015.34 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年３月期 180,021 76,569 42.5 3,086.01

2022年３月期 211,668 111,371 52.6 2,749.94

（参考）自己資本 2023年３月期 76,569百万円 2022年３月期 111,371百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

　　　新規　―　、　除外　３社　（社名）カーレックスガラスアメリカ, LLC
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カーレックスガラスルクセンブルク S.A.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セントラルガラスアメリカ, LLC

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更 ：無
③ 会計上の見積りの変更 ：無
④ 修正再表示 ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2023年３月期の個別業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（２）個別財政状態

※　決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

①　当期の経営成績

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対する防疫と経済活動との両立が進み、経

済活動の回復や雇用情勢の改善など景気の持ち直しの動きが見られるものの、為替の急激な変動や原燃材料価格の

高騰、消費者物価上昇が続いており、依然として不安定な状況が継続しております。

　世界経済は、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化及びロシアに対する各国政府の経済制裁の影響による原燃材

料価格の高騰、欧米各国のインフレ圧力に対する金融引き締めによる金融システム不安や実体経済への影響懸念、

中国のゼロコロナ政策による経済成長の鈍化と解除後の景気回復の持続性の懸念など、先行きは非常に不透明な状

況が続いております。

　このような経済環境の下、当社グループは積極的な販売活動を展開いたしましたが、2022年５月７日に株式譲渡

を完了しました欧米自動車ガラス事業会社２社が、第１四半期連結会計期間の期首より連結対象から除外となった

影響により、当期の売上高は169,309百万円と、前期比17.9%の減少となりました。

　損益面につきましては、経営全般にわたる業務の効率化・合理化施策を推進し、加えて為替が円安に推移した影

響もあり、経常利益は前期比7,700百万円増加の19,637百万円となり、前期は欧米自動車ガラス事業会社２社の株

式譲渡契約締結により関係会社株式譲渡損失引当金繰入額48,404百万円を計上、当期は政策保有株式、固定資産の

売却を実施し、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比82,338百万円改善の42,494百万円となりました。

　なお、セグメント別の概況につきまして、「化成品事業」を主に化学品、ファインケミカル、肥料に区分して説

明しておりましたが、従前の区分での売上規模が変動してきたため、第１四半期連結会計期間より、化学品にファ

インケミカルに区分していた精密化学品を合わせた素材化学品と、精密化学品以外のファインケミカルを医療化学

品、電子材料、エネルギー材料に区分し、肥料を加えた区分に変更しております。この変更は、概況をより適切に

ご説明することを目的としており、報告セグメントの事業としての影響はございません。

②　セグメント別の概況

（ガラス事業）

　建築用ガラスにつきましては、建築需要は前期並に推移しましたが、前年に実施しました構造改善の取り組みと

して不採算取引等の見直し、販売・生産拠点の適正規模への縮小、集約を進めた事により、売上高は前期を下回り

ました。

　自動車用ガラスにつきましては、国内は、前期は半導体等の部品供給不足及び新型コロナウイルス感染症の流行

による各自動車メーカーの生産調整の影響を受けていましたが、当期は第２四半期以降、部品不足改善に伴う自動

車生産台数の回復に加え、原燃材料価格の高騰に対応し、製品価格の改定を実施したことから、売上高は前期を上

回りました。海外につきましては、株式譲渡により欧米事業会社２社が当期期首より連結対象から除外となり、海

外に区分する売上はなくなりました。

　ガラス繊維につきましては、自動車分野において各自動車メーカーの減産の緩和や、原燃材料価格の高騰に対応

し、製品価格の改定を実施したことから、売上高は前期を上回りました。

　以上、ガラス事業の売上高は54,684百万円（前期比51.1%減）となり、損益につきましては2,662百万円の営業利

益（前期比5,178百万円の改善）となりました。

（化成品事業）

　素材化学品につきましては、ハイドロフルオロオレフィン製品における次世代発泡剤の販売が好調に推移すると

ともに、原燃材料価格の高騰に対応し、ハイドロフルオロオレフィン、機能材料、農薬関連各製品の製品価格の改

定を実施したことから、売上高は前期を上回りました。

　医療化学品につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響を受けていた医薬関連製品の販売は回復傾向にあ

り、また、円安により輸出価格が上昇したことから、売上高は前期を上回りました。

　電子材料につきましては、半導体向け特殊ガス製品は前年末以降急激な半導体市場の減速が見られるものの、堅

調であった上半期が下支えし売上高は前期を上回りましたが、前期の一部ガス製品の半導体用途以外での特需の反

動と、レジスト材料などでユーザーの在庫調整があり、売上高は前期を下回りました。

　エネルギー材料につきましては、EV市場の成長が続いており、リチウムイオン電池用電解液製品の販売が好調に

推移し、原燃材料価格の高騰に対応し、製品価格の改定も実施したことにより、売上高は前期を上回りました。

　肥料につきましては、一部品目で販売減がありましたが、原燃材料価格の高騰に対応した製品価格の改定によ

り、売上高は前期を上回りました。

　以上、化成品事業の売上高は114,625百万円（前期比21.5%増）となり、損益につきましては14,095百万円の営業

利益（前期比4,316百万円の増加）となりました。
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2019年

３月期

2020年

３月期

2021年

３月期

2022年

３月期

2023年

３月期

自己資本比率（%）     53.8     54.3     58.1     43.4     46.8

時価ベースの自己資本比率（%）     32.0     25.7     33.5     29.1     32.9

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年）      5.8      4.2      3.5      3.7      3.9

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍）     19.9     28.9     41.6     43.2     55.4

(2）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の総資産は前連結会計年度末に比べ株式譲渡により欧米自動車ガラス事業会社２社が第一四半

期連結会計期間の期首より連結除外となった影響などで、棚卸資産が7,961百万円、有形固定資産が31,153百万円

減少したほか、政策保有株式の売却などで投資有価証券が14,921百万円減少したことなどにより、69,605百万円減

少し221,090百万円となりました。

　負債は借入の増加などで有利子負債が10,983百万円増加した一方、事業構造改善引当金、関係会社株式譲渡損失

引当金などの引当金が52,789百万円減少したことなどにより47,404百万円減少し113,228百万円となりました。

　純資産は、利益剰余金が39,511百万円増加した一方、自己株式の公開買付けなどで54,378百万円、政策保有株式

の売却などでその他有価証券評価差額金が7,892百万円それぞれ減少したことなどにより22,201百万円減少し

107,861百万円となりました。また自己資本比率は3.4%増加し、46.8%となりました。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は前連結会計年度末に比べ、10,234百万円減少し、16,672

百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金収支は、税金等調整前当期純利益44,618百万円、減価償却費9,029百万円、投資有価証券売

却益△11,533百万円、固定資産売却益△15,107百万円、法人税等の支払額△2,463百万円などにより、16,599百万

円の収入(前期は14,872百万円の収入)となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金収支は、有形固定資産の取得による支出△6,359百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株

式の売却による支出△7,757百万円の一方で、有形固定資産の売却による収入17,843百万円、投資有価証券の売却

による収入16,600百万円などにより、19,958百万円の収入(前期は1,839百万円の支出)となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金収支は、長短借入金の増加による収入12,118百万円、コマーシャル・ペーパーの償還による

支出△9,000百万円、社債の発行による収入8,000百万円、自己株式の取得による支出△54,378百万円、配当の支払

による支出△2,982百万円などにより、47,039百万円の支出(前期は12,744百万円の支出)となりました。

　なお、当社グループの主要財政関連指標の推移は以下のとおりであります。

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注１）各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算定しております。

（注３）営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用

しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち借入金及び社債等を対象と

しております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用してお

ります。

(4）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症による経済活動の制約は緩和される方向にあり、景気

回復への好影響が期待される一方で、米国と中国の政治並びに景気動向、ウクライナ情勢を始めとする世界的な地

政学的リスク、原燃料価格の変動、物価上昇などの世界経済に対する懸念材料が依然として残っており、当社グル

ープを取り巻く環境は今後も予断を許さない状況が続くものと思われます。

　当社グループといたしましては、生産販売体制の強化と原価低減の推進など経営全般にわたる効率化を継続して

進め、2023年４月１日に吸収分割により国内ガラス事業の会社分割を実施し、更なる事業構造改善を推進するとと

もに、中期経営計画で基本方針としている研究開発及び技術開発の強化と成長分野へ経営資源を重点的に投入する

ことにより、グループ企業力の強化に努めてまいります。
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　次期の業績の見通しは、以下のとおりであります。

　売上高は、市場、景気動向に不透明感はあるものの、当期から進めている販売価格の改定の効果や海外自動車ガ

ラス事業譲渡の影響がなくなることから当期比で増収を見込みますが、営業利益につきましては、原燃材料価格が

継続的に上昇する局面での在庫評価の影響が遅れて原価として顕在化すること、物流費などの上昇が続き、また当

社グループ社員の処遇改善を実施することなどの要因が増収効果を上回るため、当期比で減益を予想しています。

また、当期に実施した政策保有株式、固定資産の売却による特別利益は減少するため、次期の当期純利益は大幅な

減益となる見通しです。

売上高       1,825億円

営業利益       140億円

経常利益       160億円

当期純利益     140億円

　なお、業績の見通しにおける前提条件につきましては、為替レート 130円／USドル、原油価格はCIF 86ドル／バ

レルとしております。

(5）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当など

　当社は、企業価値の 大化を目的とし、投資と資金調達の 適化を重視した資本構成を目標としており、利益配

分については、企業体質の強化を図るため、研究開発や設備投資など将来の事業展開のための内部留保の充実を考

慮しつつ、長期的視点に立って業績に見合った安定的な配当を行うことを基本方針としております。

　利益還元の目標指標は基本方針に基づき中期計画策定毎に設定し、当初、中期経営計画（2022～2024年）の 終

年度（2025年３月期）で目標とするROE８%と株主総還元性向30%以上から2025年３月期でのDOE2.4%を目標として設

定しましたが、当期において実施した544億円の自己株式の取得による自己資本の減少によりROEの目標を12％に上

方修正したことに伴い、DOE目標は3.6％に修正いたしました。株主総還元性向については、30％以上とする目標を

引き続き継続いたします。

　当期の株主還元つきましては、544億円の自己株式の取得及び配当金で実施いたします。中間配当金は期初に予

定した１株につき37.5円で実施しており、期末配当金は期中に修正した目標指標を考慮した2022年９月20日の配当

予想の修正のとおり１株につき77.5円といたします。中間配当金と合わせた年間の配当金は、１株につき115円と

なります。

　次期の株主還元につきましては、2024年３月期の配当金として、現時点では１株につき年間115円（中間配当金

57.5円、期末配当金57.5円）を予定しております。

　基礎となる利益、純資産の変動の可能性や自己株式取得による株式数減少の影響並びに利益還元の目標指標とし

ている株主総還元性向並びに2025年３月期でのDOE目標などを総合的に判断し、必要に応じて、適宜、増配や自己

株式取得などの追加の株主還元策の実施も検討してまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　　当社グループは、引き続き日本基準を適用することとしております。

　　なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であ

　ります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,216 17,844

受取手形、売掛金及び契約資産 49,000 42,978

商品及び製品 32,518 27,977

仕掛品 3,951 2,495

原材料及び貯蔵品 21,277 19,314

その他 6,124 4,608

貸倒引当金 △185 △116

流動資産合計 140,903 115,101

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 105,892 82,986

減価償却累計額 △77,153 △62,800

建物及び構築物（純額） 28,738 20,185

機械装置及び運搬具 227,492 149,714

減価償却累計額 △187,597 △126,658

機械装置及び運搬具（純額） 39,894 23,056

土地 23,956 20,693

建設仮勘定 4,521 2,195

その他 28,960 21,757

減価償却累計額 △25,019 △17,989

その他（純額） 3,941 3,768

有形固定資産合計 101,052 69,898

無形固定資産

その他 1,317 980

無形固定資産合計 1,317 980

投資その他の資産

投資有価証券 38,617 23,696

長期貸付金 51 47

退職給付に係る資産 3,003 3,304

繰延税金資産 3,733 7,073

その他 2,136 1,121

貸倒引当金 △120 △133

投資その他の資産合計 47,423 35,109

固定資産合計 149,792 105,989

資産合計 290,696 221,090

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 22,105 21,681

短期借入金 7,649 10,759

１年内償還予定の社債 － 10,000

未払費用 9,475 7,344

未払法人税等 2,007 814

契約負債 2,422 916

賞与引当金 1,265 1,242

事業構造改善引当金 2,617 445

関係会社株式譲渡損失引当金 48,404 －

その他 17,445 7,868

流動負債合計 113,395 61,073

固定負債

社債 20,000 18,000

長期借入金 17,198 26,334

繰延税金負債 247 283

特別修繕引当金 3,826 1,676

環境対策引当金 38 －

退職給付に係る負債 5,388 5,571

その他 538 288

固定負債合計 47,237 52,155

負債合計 160,632 113,228

純資産の部

株主資本

資本金 18,168 18,168

資本剰余金 8,109 8,109

利益剰余金 88,465 127,977

自己株式 △6,402 △60,781

株主資本合計 108,340 93,474

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,725 5,832

繰延ヘッジ損益 286 34

為替換算調整勘定 2,863 3,609

退職給付に係る調整累計額 868 532

その他の包括利益累計額合計 17,744 10,008

非支配株主持分 3,977 4,378

純資産合計 130,063 107,861

負債純資産合計 290,696 221,090
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
  至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
  至　2023年３月31日)

売上高 206,184 169,309

売上原価 163,616 126,342

売上総利益 42,567 42,966

販売費及び一般管理費 35,304 26,208

営業利益 7,262 16,757

営業外収益

受取利息 38 252

受取配当金 834 617

持分法による投資利益 899 1,526

為替差益 630 829

受取ロイヤリティー 1,048 1,176

その他 3,072 1,296

営業外収益合計 6,523 5,698

営業外費用

支払利息 308 326

休止固定資産費用 200 265

固定資産廃棄損 553 699

アドバイザリー等費用 － 458

その他 787 1,070

営業外費用合計 1,850 2,819

経常利益 11,936 19,637

特別利益

固定資産売却益 1,164 15,132

投資有価証券売却益 2,627 12,035

為替換算調整勘定取崩益 － 1,549

事業譲渡益 326 －

特別利益合計 4,118 28,717

特別損失

固定資産売却損 － 65

減損損失 14 39

投資有価証券売却損 9 502

投資有価証券評価損 11 －

事業構造改善費用 6,245 2,029

関係会社株式売却損 － 1,099

関係会社清算損 － 0

関係会社株式譲渡損失引当金繰入額 48,404 －

特別損失合計 54,685 3,736

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△）
△38,630 44,618

法人税、住民税及び事業税 3,022 1,102

法人税等調整額 △2,528 114

法人税等合計 494 1,216

当期純利益又は当期純損失（△） △39,124 43,401

非支配株主に帰属する当期純利益 719 906

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
△39,844 42,494

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
  至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
  至　2023年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △39,124 43,401

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,136 △7,899

繰延ヘッジ損益 130 △252

為替換算調整勘定 5,803 571

退職給付に係る調整額 △10 △335

持分法適用会社に対する持分相当額 707 354

その他の包括利益合計 3,494 △7,561

包括利益 △35,629 35,839

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △36,594 34,758

非支配株主に係る包括利益 964 1,080

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 18,168 8,109 131,205 △6,401 151,082

会計方針の変更による
累積的影響額

△40 △40

会計方針の変更を反映し
た当期首残高

18,168 8,109 131,165 △6,401 151,042

当期変動額

剰余金の配当 △3,035 △3,035

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

△39,844 △39,844

連結範囲の変動 179 179

自己株式の取得 △1 △1

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △42,700 △1 △42,701

当期末残高 18,168 8,109 88,465 △6,402 108,340

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調整

勘定
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額

合計

当期首残高 16,859 156 △3,404 878 14,491 3,509 169,083

会計方針の変更による
累積的影響額

△40

会計方針の変更を反映し
た当期首残高

16,859 156 △3,404 878 14,491 3,509 169,043

当期変動額

剰余金の配当 △3,035

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

△39,844

連結範囲の変動 179

自己株式の取得 △1

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△3,134 130 6,268 △10 3,253 468 3,721

当期変動額合計 △3,134 130 6,268 △10 3,253 468 △38,980

当期末残高 13,725 286 2,863 868 17,744 3,977 130,063

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 18,168 8,109 88,465 △6,402 108,340

当期変動額

剰余金の配当 △2,982 △2,982

親会社株主に帰属する
当期純利益

42,494 42,494

自己株式の取得 △54,378 △54,378

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 39,511 △54,378 △14,866

当期末残高 18,168 8,109 127,977 △60,781 93,474

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調整

勘定
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額

合計

当期首残高 13,725 286 2,863 868 17,744 3,977 130,063

当期変動額

剰余金の配当 △2,982

親会社株主に帰属する
当期純利益

42,494

自己株式の取得 △54,378

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△7,892 △252 745 △335 △7,735 400 △7,334

当期変動額合計 △7,892 △252 745 △335 △7,735 400 △22,201

当期末残高 5,832 34 3,609 532 10,008 4,378 107,861

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
  至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
  至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△）
△38,630 44,618

減価償却費 12,182 9,029

減損損失 14 39

引当金の増減額（△は減少） 49,951 △4,442

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △88 △198

事業構造改善費用 1,026 1,408

事業譲渡損益（△は益） △328 －

受取利息及び受取配当金 △872 △869

支払利息 308 326

持分法による投資損益（△は益） △899 △1,526

投資有価証券評価損益（△は益） 11 －

投資有価証券売却損益（△は益） △2,618 △11,533

関係会社清算損益（△は益） － 0

固定資産売却損益（△は益） △1,324 △15,107

固定資産廃棄損 552 699

売上債権及び契約資産の増減額 (△は増加) 844 △1,396

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,184 △5,447

仕入債務の増減額（△は減少） 1,747 3,159

未払消費税等の増減額（△は減少） △563 △407

未払費用の増減額（△は減少） 484 445

その他 △776 △383

小計 16,838 18,412

利息及び配当金の受取額 889 950

利息の支払額 △344 △299

法人税等の支払額 △2,512 △2,463

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,872 16,599

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,753 △2,748

定期預金の払戻による収入 2,402 2,936

有形固定資産の取得による支出 △8,305 △6,359

有形固定資産の売却による収入 2,821 17,843

投資有価証券の取得による支出 △40 △10

投資有価証券の売却及び償還による収入 3,269 16,600

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

支出
－ △7,757

事業譲渡による収入 444 －

その他 △676 △546

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,839 19,958

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
  至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日
  至　2023年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200 803

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 9,000 △9,000

長期借入れによる収入 － 18,000

長期借入金の返済による支出 △7,425 △6,685

社債の発行による収入 － 8,000

社債の償還による支出 △10,400 －

自己株式の取得による支出 △1 △54,378

配当金の支払額 △3,035 △2,982

非支配株主への配当金の支払額 △496 △680

その他 △185 △116

財務活動によるキャッシュ・フロー △12,744 △47,039

現金及び現金同等物に係る換算差額 329 246

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 617 △10,234

現金及び現金同等物の期首残高 26,081 26,906

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
208 －

現金及び現金同等物の期末残高 26,906 16,672
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）

連結
財務諸表
計上額ガラス事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 111,838 94,345 206,184 － 206,184

セグメント間の内部売上高

又は振替高
12 935 947 △947 －

計 111,850 95,280 207,131 △947 206,184

セグメント利益又は損失（△） △2,515 9,778 7,262 － 7,262

セグメント資産 135,051 155,910 290,961 △265 290,696

その他の項目

減価償却費 5,115 7,066 12,182 － 12,182

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
3,129 6,385 9,514 － 9,514

　（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

当社グループは、本社に製品別・サービス別の事業部門を置き、取り扱う製品・サービスについて国内及び

海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。従って、当社グループはそれぞれの事業部門を

基礎とした「ガラス事業」と「化成品事業」の２つを報告セグメントとしております。

　「ガラス事業」は主に、建築用ガラス、自動車用ガラス、ガラス繊維を製造販売しております。

  「化成品事業」は主に、素材化学品、医療化学品、電子材料、エネルギー材料、肥料を製造販売しておりま

す。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

　前連結会計年度（自　2021年４月１日  至　2022年３月31日）

（注）セグメント利益又は損失の調整額及びセグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去でありま

す。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）

連結
財務諸表
計上額ガラス事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 54,684 114,625 169,309 － 169,309

セグメント間の内部売上高

又は振替高
0 982 982 △982 －

計 54,684 115,608 170,292 △982 169,309

セグメント利益 2,662 14,095 16,757 － 16,757

セグメント資産 62,955 158,416 221,371 △281 221,090

その他の項目

減価償却費 1,986 7,042 9,029 － 9,029

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
2,155 4,906 7,061 － 7,061

（単位：百万円）

ガラス事業 化成品事業 合計

減損損失 599 6 606

（単位：百万円）

ガラス事業 化成品事業 合計

減損損失 － 39 39

　当連結会計年度（自　2022年４月１日  至　2023年３月31日）

（注）セグメント利益の調整額及びセグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去であります。

（報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報）

前連結会計年度（自　2021年４月１日  至　2022年３月31日）

（注）上記の減損損失の一部は「事業構造改善費用」に含めて表示しております。

当連結会計年度（自　2022年４月１日  至　2023年３月31日）
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前連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

当連結会計年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

１株当たり純資産額 3,115円69銭 4,176円04銭

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損

失（△）
△984円58銭 1,222円21銭

前連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

当連結会計年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株

主に帰属する当期純損失（△）（百万円）
△39,844 42,494

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益又は親会社株主に帰属する当期純損失（△）

（百万円）

△39,844 42,494

普通株式の期中平均株式数（千株） 40,468 34,768

　（１株当たり情報）

（注）１．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。なお前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純

損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　（重要な後発事象）

自己株式の消却

　当社は、2023年５月11日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式の消却を行う事を

決議し、以下のとおり実施する予定です。

１．消却する株式の種類　　当社普通株式

２．消却する株式の数　　　16,975,995株（消却前の発行済株式総数に対する割合39.50％）

３．消却予定日　　　　　　2023年５月26日

（ご参考）

消却後の発行済株式総数26,000,000 株（自己株式を含む）

- 15 -

セントラル硝子株式会社 (4044) 2023年3月期 決算短信



４．その他

役員の異動

　本日公表いたしました「役員の異動に関するお知らせ」をご参照ください。
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